
【研究奨励賞】 山口裕二 氏（日本工営株式会社，正会員）
●研究奨励賞

地すべりに関する論文ならびに研究発表や団体活動において，独

創性かつ将来性をもち，優れた業績を示したもので２０２０年１月１日

から２０２４年１２月３１日までの間に，発表されたもの（個人の場合は原

則として４０才以下に対して授与される）。

●受賞理由：

近年，気候変動等の影響により激甚化・頻発化する地すべり災害

に対して，迅速かつ効率的に防災・復旧対策を講じていくこと求め

られています。このような背景のもと，地すべり分野におけるデジ

タル技術を活用した生産性向上が重要課題となっています。山口氏

は，大学時代に東北大学大学院理学研究科にて地質学や古地磁気学

を専攻し，構造発達史の研究に取り組まれました。その後，日本工

営株式会社に勤務し，令和元年台風１９号，令和６年能登半島地震等

に伴い発生した様々な地すべり・斜面災害対応に尽力しながら，地

すべり分野におけるBIM／CIMやDXの活用性に関する研究およびそ
の実践に取り組まれています。山口氏の研究の中でも，「BIM／CIM
を用いた地すべり対策工自動設計システムの開発（関連論文等１）」

に掲載された内容は，従来の設計プロセスを革新し，地すべり対策

計画・設計の自動化・最適化を推進するものであり，その社会的意

義は非常に大きいものです。また，２０２０年以降，日本地すべり学会

研究発表会他で毎年発表や新技術紹介を行っており，２０２４年には「地

すべり災害におけるデジタル技術の活用とその効果（関連論文等

３）」を発表するなど，継続的に研究成果を発信し，地すべり分野に

おけるBIM／CIMやDX技術の適用を先導されています。特に，２０２２
年の第６１回研究発表会にて発表した「CIMを用いた地すべり対策工

自動設計システム開発と業務事例紹介（関連論文等５）」では自動設

計の研究開発方法や効率化の定量的な効果を示しており，その研究

の意義が高く評価され，若手優秀発表賞を受賞されています。山口

氏の研究成果は実務への応用も進んでおり，BIM／CIMやDXを活用
した地すべり対策の効率化が実現されています。自動設計や最適設

計などの新たな領域の拡大も進められており，今後さらなる発展が

期待されます。また，日本地すべり学会の活動に積極的に取り組ま

れ，２０２３年以降は，研究発表会での座長を務められております。さ

らに，日本地すべり学会で立ち上げられた「地すべりBIM／CIMネッ
トワーク」ではオーガナイザーとして活動を支えており，「地すべ

り災害復旧地区での現地研修会・BIM／CIMモデル作成実習」や「地

すべり３次元モデリング勉強会」の企画・運営・講演を行い，技術

者の育成や技術の普及に大きく貢献されています。

これらの研究や活動は，地すべり分野全体の生産性向上に寄与す

るもので，山口氏のような地質学を背景としながら，デジタルな視

点をもつ若手研究者は，次世代の地すべり分野を担う貴重な存在と

言えます。そして以上の活動を通じて開発された「CIMを用いた地

すべり対策工自動設計システム」は，地すべり対策計画・設計の自

動化・最適化を先導する技術として，実務的にも，学術的にも高く

評価されていることから，山口氏は２０２５年度の「研究奨励賞」の受

賞者として相応しいと評価しました。
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